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通期業績予想 当社は、平成 29 年５月２日公表の平成予想と、平成 29 年９月期の実績値との間に下記の通りの差異があることが判明いたしましたのでします。  
 １． 平成 29 年９月期通期 業績予想数値と実績値との差異 売 上前回予想（Ａ） 7,4実 績 値（Ｂ） 7,385増 減 額（Ｂ－Ａ） △増 減 率 △0.2（ご参考）前期実績 （平成 28 年９月期） 5,805（注）当社は、平成 29 年４月 25 日を効力発生り当期純利益」つきましては、当該分割が平成  ２． 差異の理由 当社は、今後のエンジニア需要の拡大を見込み、へ大幅に修正し、より積極的な採用活動を行ってまいりました。また採用人数の増加に伴い、より機動的な研修体制を構築するため、外部委託していた研修の内製化及び研修拠点の新設等の施策を実行してまいりました。その結果、採用人数は年間 941 人と計画を下回る結果となり売上高は概ね予想通りに推移いたしました。また営業利益に関しましては、採用加したことに伴う定着率や稼働率の低下当期純利益に関しましては、拠点整備に伴う固定資産除去損や投資有価証券評価損等の特別損失が発生したため、当初の予想を下回ることとなりました。 
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業績予想と実績値との差異に関するお知らせ平成 29 年９月期（平成 28 年 10 月１日～平成 29年９月期の実績値との間に下記の通りの差異があることが判明いたしましたので記 業績予想数値と実績値との差異（平成 28 年 10 月１日～平成売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 7,400  180  180 7,385 174 169 △14 △5 △10 0.2％ △2.8％ △5.7％ △45.85,805 433 469 日を効力発生日として当社普通株式１株を２株に分割しておりますので、上記は、当該分割が平成 28 年９月期期首に行われたと仮定し、算出しております。当社は、今後のエンジニア需要の拡大を見込み、平成 29 年１月 24 日に年間採用計画をへ大幅に修正し、より積極的な採用活動を行ってまいりました。また採用人数の増加に伴い、より機動的な研修体制を構築するため、外部委託していた研修の内製化及び研修拠点の新設等の施策を実行してまいりました。人と計画を下回る結果となりましたが、在籍エンジニア数は大幅に増加し売上高は概ね予想通りに推移いたしました。 営業利益に関しましては、採用費及び人材育成コスト等の販管費の増加に加え、定着率や稼働率の低下が見られ、当初の予想をやや下回ることとなりました。当期純利益に関しましては、拠点整備に伴う固定資産除去損や投資有価証券評価損等の特別損失が発生したため、当初の予想を下回ることとなりました。 
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お知らせ 29 年９月 30 日）の通期業績年９月期の実績値との間に下記の通りの差異があることが判明いたしましたのでお知らせいた
平成 29 年９月 30 日） （単位：百万円） 当 期 純 利 益 １ 株 当 た り 当 期 純 利 益  120 円  銭 9.28 65 5.12 △54 － 45.8％ － 405 34.61 日として当社普通株式１株を２株に分割しておりますので、上記「１株当た年９月期期首に行われたと仮定し、算出しております。 に年間採用計画を 675 人から 1,000 人へ大幅に修正し、より積極的な採用活動を行ってまいりました。また採用人数の増加に伴い、より機動的な研修体制を構築するため、外部委託していた研修の内製化及び研修拠点の新設等の施策を実行してまいりました。    在籍エンジニア数は大幅に増加し、及び人材育成コスト等の販管費の増加に加え、急速にエンジニアが増見られ、当初の予想をやや下回ることとなりました。 当期純利益に関しましては、拠点整備に伴う固定資産除去損や投資有価証券評価損等の特別損失が発生した以  上 


